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地震動断層モデル 断層パラメーターなどの詳細な設定方法を整理
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1.想定地震の発生確率
1-1.被害の大きさだけではなく発生周期や発生確率などの情報も必要。
1-2.比較的に発生周期が短い地震による被害の情報も、現実的な対策を取る上で重要。

2.揺れによる道路被害
内陸側に迂回路が少ない地域的な特性を有する日本海沿岸では急傾斜地崩壊に伴う道路

閉塞は重要な問題。

3.津波による建物被害 河川の結氷に伴い、冬季における津波による建物被害に影響が生じる恐れがある。

4.火災による建物被害 暴風雪や積雪量についても考慮する必要がある。

5.津波による人的被害 過去の避難経路の活用など、地域特性に応じた避難計画を策定する必要がある。

6.観光客の被害想定 観光客が多い地域はその避難について考える必要がある。

7.施設の避難確保計画 洪水対策や土砂災害に比べて遅れているため要配慮者施設への丁寧が説明が必要。



日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の被害想定と同様に、日本海沿岸及びオホーツク海沿岸における地震動等について想定すること
とし、算出方法等については次のとおりとする。

地震動 想定される津波の震源モデルに基づき地震動の震源モデルを設定して地震動を算出。

津波断層モデル 地震動断層モデル

F01_ALL 新規モデル

F02F03（連動） 既往モデル

F03‘_ALL 新規モデル

F06_ALL 既往モデル

F06‘_ALL 既往モデル

F07_ALL 既往モデル

F09_ALL 既往モデル

F10_ALL 新規モデル

F12_ALL 新規モデル

F13_ALL 新規モデル

F14_ALL 既往モデル

F15_ALL 既往モデル

F17_ALL 新規モデル

F18_ALL 新規モデル

F20_ALL 新規モデル

地震調査研究推進本部の
長期評価結果を参考に「震
源断層を特定した地震の強
震動予測手法（レシピ）」に
基づき断層モデルを設定
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F01_ALL
新規の地震断層モデルの断層パラメータ

津波断層モデルの位置図
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F03’_ALL 新規の地震断層モデルの断層パラメータ

津波断層モデルの位置図
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F10_ALL 新規の地震断層モデルの断層パラメータ

津波断層モデルの位置図
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F12_ALL 新規の地震断層モデルの断層パラメータ

津波断層モデルの位置図

7



F13_ALL 新規の地震断層モデルの断層パラメータ

津波断層モデルの位置図
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F17_ALL 新規の地震断層モデルの断層パラメータ

津波断層モデルの位置図
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F18_ALL 新規の地震断層モデルの断層パラメータ

津波断層モデルの位置図
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F20_ALL 新規の地震断層モデルの断層パラメータ

津波断層モデルの位置図
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